
第１問 世界の自然環境と自然災害に関する次の問い（問１～６）に答えよ。

（配点 ２０）

問 １ 次の図１中のアとイは，イギリスとニュージーランドのいずれかにおける国

土の標高別面積割合を示したものである。また，後の図２は，イギリスと

ニュージーランドにおける国土の土地利用割合を示したものであり，凡例Ａと

Ｂは，森林と牧草地のいずれかである。ニュージーランドに該当する図と牧草

地に該当する凡例との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。
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General Bathymetric Chart of the Oceansの資料により作成。
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統計年次は２０１８年。FAOSTATにより作成。
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問 ２ 地球上の寒冷な地域には，永久凍土と氷河・氷床が分布する。次の図３は，

北緯３０度から８０度における，緯度ごとの陸地に占める永久凍土と氷河・氷床

の割合を示したものである。図３に関することがらについて述べた文として適

当でないものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２
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Ran et al.（２０２２）により作成。

図 ３

� 北緯３０度から４５度における永久凍土の分布は，チベット高原やヒマラヤ

山脈などアジアの高山地帯が中心である。

� 北緯４５度から７０度にかけて永久凍土の割合が増加する原因には，主に高

緯度側ほど日射量や年平均気温が低下することがあげられる。

� 北緯６０度から８０度にかけて氷河・氷床の割合が増加する原因には，主に

高緯度側ほど降雪量が多くなることがあげられる。

� 北緯７０度から８０度の氷河・氷床に覆われていない陸地では，ほとんどの

地域で永久凍土が分布する。

地理Ｂ
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問 ３ 次の図４中のＤ～Ｇは，ヨーロッパのいくつかの地域でみられる海岸付近の

地形を示したものである。また，後の文�～�は，図４中のいずれかの地域に

おける海岸の特徴について述べたものである。Ｅに該当するものを，�～�の

うちから一つ選べ。 ３

陸

海

陸

陸海

海

陸

海

20　km0

D E

GF

20　km0

20　km0 20　km0

図 ４

� 沿岸流で運ばれてきた土砂の堆積により，入り江の閉塞が進行している。

� 河川の侵食で形成された谷が沈水し，海岸線が複雑な入り江が連なる。

� 大河川の河口部が沈水してできた深い入り江がみられる。

� 氷食谷が沈水してできた深い入り江がみられる。

地理Ｂ
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問 ４ 世界の各都市の日照時間は，都市が位置する緯度や気候によって異なる。次

の図５は，いくつかの都市における�月と�月の�日当たりの日照時間を示し

たものであり，�～�は，オスロ，シドニー，ムンバイ（ボンベイ），ローマの

いずれかである。ムンバイに該当するものを，図５中の�～�のうちから一つ

選べ。 ４
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統計年次は，東京，オスロ，シドニー，ローマが１９６１～１９９０
年の平均値，ムンバイが１９７１～１９９０年の平均値。
World Meteorological Organizationの資料により作成。

図 ５
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問 ５ 次の図６は，カナダ，コロンビア，ボリビア，メキシコにおける洪水災害＊

の時期別発生割合を示したものであり，凡例サ～スは，�～�月，�～１１

月，１２～�月のいずれかである。発生時期とサ～スとの正しい組合せを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 ５
＊死者１０名以上，被災者１００名以上，非常事態宣言の発令，国際援助の要請のいずれ
か一つ以上をもたらしたもの。
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統計年次は１９９１～２０２０年。EM―DATにより作成。

図 ６
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問 ６ 次の図７は，日本国内の１９７６年から２０２１年における，いくつかの気象観測

項目の最大記録＊が上位２０位までの地点を示したものであり，凡例タ～ツ

は，最高気温，最大風速，日降水量のいずれかである。項目名とタ～ツとの正

しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ６
＊全国のアメダスと気象官署等の日別観測値のうち，それぞれの地点における最大の
値。
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気象庁の資料により作成。

図 ７
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第２問 ヨシエさんたちは，地理の授業で鉄鋼業を手掛かりに，世界と日本の資源

と産業の変化について探究した。この探究に関する次の問い（問１～６）に答えよ。

（配点 ２０）

問 １ 授業の冒頭で，先生は次の図１を示した。図１中のＡ～Ｃは，鉄鋼の原料と

なる鉄鉱石の産出量，輸出量，輸入量のいずれかについて，世界全体に占める

割合が�％以上の国・地域とその割合を示したものである。項目名とＡ～Ｃ

との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ７

A

B

70
35
5

％

地理Ｂ

―１６２― （２１０２―１６２）



C

中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含まない。
統計年次は２０１７年。World Steel Associationの資料により作成。

図 １
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問 ２ ヨシエさんたちは，日本の鉄鋼業の発展を調べるために，製鉄所の立地の変

化に着目した。次の図２は，１９１０年，１９４０年，１９７４年，２０２２年における日本

国内の製鉄所＊の立地を示したものである。図２を見て話し合った，先生とヨ

シエさんたちとの会話文中の下線部�～�のうちから，誤りを含むものを一つ

選べ。 ８
せんこう
＊銑鋼一貫工場を指す。

1910　年 1940　年

1974　年 2022　年 　製鉄所

日本鉄鋼連盟の資料などにより作成。

図 ２
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先 生 「製鉄所の立地の変化には，どのような特徴がありますか」

ヨシエ 「１９１０年の図を見ると，製鉄所はいずれも原料や燃料の産出地の近くに立

地していたことが分かるよ」

マキオ 「製鉄に使われる原料や燃料の重量と製品の重量を比べると，�原料や燃

料の方が重く，産出地の近くに立地することで輸送費を安くすることがで

きるためだね」

ヨシエ 「１９４０年の図を見ると，東京湾岸や大阪湾岸にも製鉄所が立地していた

よ」

マキオ 「大市場の港湾近くに立地するようになったのは，�国内に埋蔵される原

料や燃料が枯渇して，国外から輸入する傾向が強まったからだね」

ヨシエ 「１９７４年の図を見ると，三大都市圏や瀬戸内の臨海部で製鉄所が増加して

いるね」

マキオ 「こうした製鉄所は主に，�臨海部に造成された埋立地に建設されたと思

うよ」

ヨシエ 「２０２２年の図を見ると，１９７４年と比べて製鉄所が減少しているね」

マキオ 「外国との競争などによる，�経営の合理化や企業の再編が影響している

と考えられるよ」

地理Ｂ
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問 ３ ヨシエさんたちは，鉄鋼業などで原料や燃料として用いられる石炭の輸入相

手国に着目した。次の図３は，日本におけるいくつかの国からの石炭輸入量の

推移を示したものであり，Ｅ～Ｇは，アメリカ合衆国，インドネシア，オース

トラリアのいずれかである。また，後の文章ア～ウは，図３中のＥ～Ｇのいず

れかにおける石炭の生産や消費の特徴を述べたものである。Ｅ～Ｇとア～ウと

の組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ９

0

2

4

6

8

10

12

F

E

G

14

1970 75 80 85 90 95 2000 05 10 15

千万トン

20 年

財務省貿易統計などにより作成。

図 ３

ア 採掘技術の進歩などによって石炭産出量が急増したことで，輸出量が増加

した。この国の国内でも火力発電を中心に消費量が増加している。

イ 世界有数の資源大国で，石炭は大規模な露天掘りによって大量に採掘され

ている。国内市場は小さく，採掘された石炭の多くが輸出されている。

ウ 石炭の確認埋蔵量は世界で最も多い。国内市場の大きさを背景に，この国

の国内における消費量も世界有数である。
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問 ４ ヨシエさんたちは，製造業が発展するためには，付加価値の高い製品の開発

が重要だと学習した。次の図４は，いくつかの国における，１９９０年と２０１８年

の人口�人当たりの製造業付加価値額＊と，GDPに占める製造業の割合を示し

たものであり，�～�は，イギリス，中国＊＊，ドイツ，ベトナムのいずれかで

ある。ドイツに該当するものを，図４中の�～�のうちから一つ選べ。

１０
＊生産額から，賃金以外の生産に必要な諸経費を引いた，新たに作り出された価値の
金額。

＊＊台湾，ホンコン，マカオを含まない。
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World Bankの資料により作成。

図 ４

地理Ｂ

―１６７― （２１０２―１６７）



問 ５ ヨシエさんたちは，日本国内での製造業の変化と地域への影響について調べ

た。次の図５は，日本の大都市圏のある地域における１９８８年と２００８年の同範

囲の空中写真である。図５に関することがらについて述べた文章中の下線部

�～�のうちから，適当でないものを一つ選べ。 １１

1988　年

100　m0

2008　年

100　m0

地理院地図により作成。

図 ５

１９８８年時点で操業していたこの繊維工場は，後に一部が閉鎖された。この

時期には，日本の繊維工業は，�豊富な労働力を求めて国内の農村部に工場

が移転する傾向がみられた。閉鎖された工場の敷地の一部には，大型複合商業

施設が開業し，�単独で立地するスーパーマーケットよりも広範囲から買い

物客が訪れている。一方で，２００８年時点でも工場の一部は残っており，その

西側は，�戸建ての住宅地へと変化している。大都市圏に残った工場の中に

は，高付加価値製品の生産や，�製品や技術の研究開発を行う拠点に転換す

るものもみられる。

地理Ｂ
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問 ６ 最後にヨシエさんたちは，製造業が地域社会に様々な影響を及ぼしてきたこ

とに着目した。次の資料１は，日本において製造業が盛んないくつかの地域に

おける，資源や産業をめぐる新しい取組みについて，ヨシエさんたちがまとめ

たものである。資料１中の空欄Ｐ～Ｒには，具体的な取組みを述べた文サ～ス

のいずれかが当てはまる。Ｐ～Ｒとサ～スとの組合せとして最も適当なもの

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 １２

関連する施設に新たな価値を見出し，
地域の魅力を高める。

持続可能なエネルギー利用により，
環境に配慮した社会を構築する。

特定の大企業に依存する企業城下町
から脱却する。

具体的な取組み目　的

Q

R

資料　１

P

具体的な取組み

サ 地元の中小企業が地域の大学や他企業と連携して，製造業の新たな分野に

進出する。

シ 照明がともされた稼働中の工場群を，夜景として観賞できる機会を提供す

る。
かんばつ

ス 生ごみや間伐材を利用して発電する施設を建設し，地域の電力自給率を向

上させる。
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問 ２ 次の表１は，日本のいくつかの市区における昼夜間人口比率＊と，それぞれ

の市区への通勤・通学者＊＊が利用する主要な交通手段＊＊＊の割合を示したもの
ちよう ふ

である。表１中の�～�は，秋田市，東京都心の中央区，東京郊外の調 布

市，福岡市のいずれかである。福岡市に該当するものを，�～�のうちから一

つ選べ。 １４
＊昼間人口÷夜間人口×１００。
＊＊１５歳以上の自宅外就業者・通学者。
＊＊＊複数回答を含む。

表 １

昼夜間人口比率
通勤・通学者が利用する
主要な交通手段の割合（％）

鉄 道 乗合バス 自家用車

� ４５６．１ ９１．６ １０．５ ３．９

� １０９．８ ３３．２ １７．３ ３０．０

� １０３．７ ５．２ ４．９ ７０．８

� ８３．９ ４９．７ １２．８ １０．９

統計年次は２０２０年。国勢調査により作成。
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問 ３ 次の図１は，２０１５年における世界の人口５００万人以上の都市圏について，

１９９０年と２０１５年の人口を先進国＊，BRICS，発展途上国に分けて示したもの

であり，凡例カとキは，先進国と BRICSのいずれかである。また，後の文章

は，図１に関することがらについて述べたものであり，空欄ｘには，金融業と

小売業・サービス業のいずれかが当てはまる。凡例キに該当する語句と空欄ｘ

に当てはまる語句との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから

一つ選べ。 １５
＊OECD加盟国。
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World Urbanization Prospectsにより作成。

図 １

図１中に示した発展途上国の都市圏において，人口が急増してきた要因の一

つとして，農村部から人々が都市圏に流入したことがあげられる。そうした

人々は，（ ｘ ）に従事することが多い。

� � � �

キ 先進国 先進国 BRICS BRICS

ｘ 金融業
小売業・
サービス業

金融業
小売業・
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問 ４ 次の図２は，いくつかの国における都市圏の人口規模＊を，�位から１０位

まで示したものである。図２中のサ～スは，イタリア，オーストラリア，バン

グラデシュのいずれかである。国名とサ～スとの正しい組合せを，後の�～�

のうちから一つ選べ。 １６
＊人口規模は，各国における人口規模�位の都市圏人口を１００とした指数。
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統計年次は２０１５年。World Urbanization Prospectsにより作成。

図 ２
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問 ５ 次の図３は，アメリカ合衆国のフィラデルフィア都市圏とメキシコのメキシ

コシティ都市圏において，貧困が問題となっている地区＊の分布を示したもの

である。図３に関することがらについて述べた文として適当でないものを，後

の�～�のうちから一つ選べ。 １７
＊フィラデルフィア都市圏は，�世帯当たり所得中央値が下位１０分の�の地区。メキ
シコシティ都市圏は，低級住宅地区。

フィラデルフィア都市圏 メキシコシティ都市圏

10　km0 10　km0

貧困が問題となっている地区

主要な高速道路

都心地区 市街地

水域・湿地帯 その他

Diercke Weltatlas,２０１７などにより作成。

図 ３

� フィラデルフィア都市圏において貧困が問題となっている地区は，早期か

ら都市化したが，現在は住宅の老朽化や製造業の衰退がみられる。

� メキシコシティ都市圏において貧困が問題となっている地区は，上下水道

などの社会基盤（インフラ）が十分に整備されていない場所に広がる。

� 貧困が問題となっている地区の分布を比較すると，フィラデルフィア都市

圏の方が都市圏中心部に集中している。

� 貧困が問題となっている地区は，両都市圏ともに主要な高速道路に沿って

放射状に広がっている。

地理Ｂ
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問 ６ 次の図４は，アメリカ合衆国のいくつかの都市において家庭で使用されてい

る主要な言語の割合を示したものである。図４中の�～�は，後の図５中のシ

アトル，ミネアポリス，ロサンゼルス，マイアミのいずれかである。シアトル

に該当するものを，図４中の�～�のうちから一つ選べ。 １８

英語 スペイン語 アジア・太平洋系言語 その他

0 20 40 60 80 100　％

アジア・太平洋系言語には，インド・ヨーロッパ系言語を含まない。
統計年次は２０２０年。American Community Surveyにより作成。

図 ４

シアトル

ロサンゼルス

マイアミ

ミネアポリス

図 ５
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第４問 環太平洋の地域に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 太平洋には多様な海底地形がみられる。次の図１は，後の図２中の線Ａ～Ｄ

のいずれかに沿った地形断面を示したものである。線Ｂに該当するものを，

図１中の�～�のうちから一つ選べ。 １９

－3000
0

m

－6000
－9000

－3000
0

m

－6000
－9000

－3000
0

m

－6000
－9000

－3000
0

m

－6000
－9000

高さは強調して表現してある。NOAAの資料により作成。

図 １

A

C

B

D

線Ａ～Ｄの実距離は等しい。

図 ２
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問 ２ 環太平洋の地域には様々な民族衣装がみられ，その素材や機能は地域の気候

の特徴を反映している。次の図３中のＦ～Ｈは，環太平洋のいくつかの地点に

おける月平均気温と月降水量をハイサーグラフで示したものであり，後の文

ア～ウは，図３中のＦ～Ｈのいずれかの地点とその周辺でみられる民族衣装を

説明したものである。Ｆ～Ｈとア～ウとの組合せとして最も適当なものを，後

の�～�のうちから一つ選べ。 ２０

0 100 200 300 400　mm
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気象庁の資料により作成。

図 ３

ア アルパカの毛を用い，防寒性に優れた，頭からかぶる着脱が容易な衣服。

イ トナカイの毛皮や皮を用い，保温性と断熱性に優れた，全身を覆う衣服。

ウ 木綿を用い，通気性と吸湿性に優れた，腰に巻く衣服。

� � � � � �

Ｆ ア ア イ イ ウ ウ

Ｇ イ ウ ア ウ ア イ

Ｈ ウ イ ウ ア イ ア
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問 ３ 環太平洋の地域の食文化は，人々の摂取する栄養量を通してみえてくる。次

の表１は，いくつかの国における�人�日当たりのたんぱく質供給量を，肉，

魚，大豆，牛乳別に示したものであり，カ～クは，日本，カナダ，ベトナムの

いずれかである。国名とカ～クとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一

つ選べ。 ２１

表 １

（単位：g）

�人�日当たりのたんぱく質供給量

総 量 肉 魚 大 豆 牛 乳

カ １０７．１ ３１．６ ５．４ ０．８ １７．２

チ リ ９３．２ ３１．０ ３．８ ０．０ １１．１

キ ８７．９ １７．６ １６．７ ８．２ ７．４

ク ８６．８ １７．３ １１．２ ４．６ ２．０

統計年次は２０１９年。FAOSTATにより作成。

� � � � � �

日 本 カ カ キ キ ク ク

カナダ キ ク カ ク カ キ

ベトナム ク キ ク カ キ カ

とうしよ

問 ４ 環太平洋の島嶼国・地域には，世界各地から観光客が来訪する。次の図４

は，いくつかの国・地域における２０１９年の観光客数を出発地域別の割合で示

したものである。図４中のサ～スは，後の図５中のグアム，ハワイ，フィジー

のいずれか，凡例ＪとＫはアジアとヨーロッパ＊のいずれかである。グアムと

ヨーロッパとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２２
＊ヨーロッパの数値にはロシアを含む。
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0 20 40 60 80 100　％

北アメリカ その他Ｊ オセアニア Ｋ

サ

シ

ス

タヒチ

統計年次は２０１９年。Hawai‘i Tourism Authorityの資料などにより作成。

図 ４

グアムグアム
ハワイハワイ

タヒチタヒチフィジーフィジー

図 ５

� � � � � �

グアム サ サ シ シ ス ス

ヨーロッパ Ｊ Ｋ Ｊ Ｋ Ｊ Ｋ
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問 ５ 環太平洋の国・地域は，貿易を通じて関係を深めてきた。次の図６は，環太

平洋のいくつかの国における相手国への輸出額を，１９９９年と２０１９年について

示したものである。図６中のＰ～Ｓは，アメリカ合衆国，オーストラリア，中

国＊，ペルーのいずれかである。中国に該当するものを，後の�～�のうちか

ら一つ選べ。 ２３
＊中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含まない。

P

Q

R

S

輸出元 輸出先輸出元 輸出先

1999　年 2019　年

600　億ドル以上

相手国への輸出額

100～600　億ドル

10～100　億ドル

10　億ドル未満

Direction of Trade Statisticsにより作成。

図 ６

� Ｐ � Ｑ � Ｒ � Ｓ

問 ６ 日本の企業は，環太平洋の国・地域に多く進出している。次の図７は，

１９９９年と２０１９年における日本企業の現地法人数を国・地域別に示したもので

ある。図７に関することがらについて述べた文章中の下線部�～�のうちか

ら，適当でないものを一つ選べ。 ２４
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1999　年

750
3000
6000

法人数

製造業非製造業

2019　年

製造業・非製造業の数が開示されている国・地域のうち，１９９９年と２０１９年の法人数が
いずれも１００未満である国・地域を除いている。
中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含まない。
『海外進出企業総覧（国別編）』により作成。

図 ７

１９９９年から２０１９年にかけて，日本の企業は新たに，�北アメリカよりもア

ジアに多く進出した。また，この間の法人数の内訳の変化をみると，�アジ

アで非製造業の割合が高まった。北アメリカに進出している日本の企業には，

�ソフトウェアや人工知能（AI）の開発に関わる企業が含まれる。一方，アジ

アに進出している日本の製造業として自動車産業がある。日本の自動車企業

は，�進出先の工場において部品の生産から完成車の組立てまでを一貫して

行っている。

地理Ｂ
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いわ み はま だ

第５問 広島市に住むサチさんとトモさんは，島根県石見地方の浜田市に住む親戚

のマサさんを訪ねて地域調査を行うことにした。この地域調査に関する次の問い

（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ サチさんたちは，浜田市の冬の気候が広島市と異なるとマサさんから聞き，

浜田市の気候の特徴を他の都市と比較した。次の表１は，図１に示したいくつ

かの都市における，�月の日照時間と平均気温を示したものであり，ア～ウ
み よし

は，浜田市，広島市，三次市のいずれかである。都市名とア～ウとの正しい組

合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２５

表 １

日照時間
（時間）

平均気温
（℃）

ア １３８．６ ５．４

イ ８５．７ １．９

ウ ６４．２ ６．２

１９９１～２０２０年の平年値。
気象庁の資料により作成。

30　km0

鉄道(　JR　在来線)
新幹線 出雲市出雲市出雲市

三次市三次市三次市

山口市山口市山口市

広島市広島市広島市

浜田市
石見地方

高速道路

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示している。
国土数値情報などにより作成。

図 １

� � � � � �

浜田市 ア ア イ イ ウ ウ

広島市 イ ウ ア ウ ア イ

三次市 ウ イ ウ ア イ ア
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問 ２ サチさんたちは，広島市と浜田市の間にバスが毎日多く運行されていること
に興味をもち，生活の中における様々な地域への移動を調べた。次の図２は，
図１中の石見地方の各地区＊におけるいくつかの商品やサービスの主な購買・

みの まわり

利 用先を示したものであり，カ～クは，衣料品・身 回 品，娯楽・レ
ジャー＊＊，食料品のいずれかである。項目名とカ～クとの正しい組合せを，後
の�～�のうちから一つ選べ。 ２６
＊１９６９年時点での市町村。
＊＊身回品は靴やカバンなどを，娯楽・レジャーは旅行などを指す。

キ 島根県
出雲市

広島市

山口市

広島県
三次市

カ

ク

広島県
三次市

購買・利用先が自地区
である場合の割合

購買・利用先が他地区
である場合の割合

25～50　％未満
50～75　％未満
75　％以上

25　％以上
25　％未満

島根県
出雲市

広島市

広島県
三次市

20　km0

旧大田市域

旧江津市域

旧浜田市域

旧益田市域 市町村境界

2016　年
1969　年

購買・利用先に関する凡例は，カ～クで共通である。
統計年次は２０１６年。『島根県商勢圏実態調査報告書』などにより作成。

図 ２

� � � � � �

衣料品・身回品 カ カ キ キ ク ク

娯楽・レジャー キ ク カ ク カ キ

食料品 ク キ ク カ キ カ
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問 ３ マサさんと合流後，市役所を訪れたサチさんたちは，浜田市が地域住民によ

る活動を推進するためにまちづくりセンター＊を設置していることを知り，そ

の立地を他の施設と比較した。次の図３は，浜田市における人口分布といくつ

かの施設の立地を示したものである。また，後の図４は，図３中の小学校区

ａ～ｃのいずれかにおける最寄りの施設への距離別人口割合を示したものであ

り，図４中のＸとＹはコンビニエンスストアとまちづくりセンターのいずれ

か，サとシは小学校区ｂとｃのいずれかである。まちづくりセンターと小学校

区ｂとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２７
＊社会教育や生涯学習，協働の地域活動を推進する拠点施設。

施設
コンビニエンスストア
まちづくりセンター

a

b

c

a

b

c 500　人以上
100～500　人
 50～100　人
  1～ 50　人未満0 3　km

人口(2020　年)

国勢調査などにより作成。

図 ３
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１km　未満 １～３km ３km　以上

小学校区ａ

シX

サ

小学校区ａ

シY

サ

0 20 40 60 80 100　％

施設への距離は，直線で計測した。
国勢調査などにより作成。

図 ４

� � � �

まちづくりセンター Ｘ Ｘ Ｙ Ｙ

小学校区ｂ サ シ サ シ
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問 ４ 次にサチさんたちは，マサさんに案内してもらい，写真を撮りながら浜田市

の市街地とその周辺のいくつかの地域を回った。次の図５は，地理院地図にサ

チさんたちによる撮影地点を示したものであり，写真１中のＥ～Ｈは，それぞ

れ図５中の地点Ｅ～Ｈで撮影したものである。図５と写真１に関することがら

についてサチさんたちが話し合った会話文中の下線部�～�のうちから，誤り

を含むものを一つ選べ。 ２８

500　m0

撮影地点
と方向E

H

G

F

図 ５
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Ｅ

Ｇ Ｈ

Ｆ

写真 １

ふもと

マ サ 「港町として栄えていたことが，浜田城築城の一因なんだよ。城の麓には

城下町が広がっていたんだ」

サ チ 「かつてＥのあたりが港の中心であったのは，�内湾のため，波が穏やか

で船を安全に停泊させることができたからだね」

ト モ 「Ｆには，古くからの街道が通っているよ。写真では，�モータリゼー

ションに対応した大規模な再開発がされているね」

マ サ 「土地の改変状況はどのようになっているかな」

サ チ 「山が海岸に迫っていて，平地が少ないね。漁業関連の施設が集積してい

るＧのあたりは，�広い土地を造成するため，海を埋め立てて造られた

と考えられるよ」

ト モ 「住宅地であるＨは，�高台にあり，切土や盛り土をして造成されたこと

が読み取れるね」

地理Ｂ
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問 ５ 市内の資料館を訪れたサチさんたちは，浜田に関する商品流通の歴史に興味

をもち，次の資料１を作成した。資料１をもとにサチさんたちが話し合った会

話文中の空欄タとチに当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 ２９

資料　１

北海道・
東北・北陸

浜田

瀬戸内海・
大阪

江戸時代末から明治時代にかけて
つくられたとみられる石見焼が確認された地点

浜田

石見焼の水甕

浜田を中心とした
江戸時代の商品流通

Ｊ Ｋ

『ふるさと浜田の歩み』などにより作成。

マ サ 「浜田は，かつて物流の拠点の一つとして，にぎわっていたんだよ」

ト モ 「江戸時代の商品流通をみると，瀬戸内海・大阪から北海道・東北・北陸

に向かう経路Ｊでは，浜田へ（ タ ）などが運ばれていたんだね」
かめ

マ サ 「浜田をはじめとする石見地方の特産品の一つに，甕などの陶器があった

よ。この陶器は，石見地方で採れる粘土などを原料としたもので，石見焼

と呼ばれて明治時代に最盛期を迎えたといわれているよ」

サ チ 「浜田から東北・北陸地方へは，主に（ チ ）で運ばれたと考えられるね」

地理Ｂ
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� � � �

タ 米・昆布 米・昆布 砂糖・塩 砂糖・塩

チ 海 路 陸 路 海 路 陸 路

問 ６ サチさんたちは，石見地方が現在では過疎問題に直面していることを知り，

その発生要因と解決に向けた取組みについて，次の資料２にまとめた。資料２

中の�～�は，Ｐ～Ｓを目的とする石見地方での取組みのいずれかの具体例で

ある。Ｐを主な目的とする具体例として最も適当なものを，�～�のうちから

一つ選べ。 ３０

資料　２

なぜ過疎問題が
発生するのか？

・雇用の少なさ

・生活環境の不便さ

・大都市からの遠さ

・地域への関心の低下

・魅力のアピール不足

過疎問題の解決のために必要なことは？

【地域内の人々に向けて】

　Ｐ　地域文化に対する愛着の醸　成

　Ｑ　日常生活における利便性の向上

【地域外の人々に向けて】

　Ｒ　移住者の働く場所の確保

　Ｓ　魅力ある地域産品の宣伝

【石見地方でみられる取組みの具体例】

　 　交通空白地域における乗合タクシーの運行

　 　地元で水揚げされる水産物のブランド化

　 　伝統行事の保存・継承に対する支援

　 　廃校を利用したサテライトオフィスの整備

じようせい
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